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概要：  
モニタリングにおいてリスクに閾値を設定し、それを超える施設に対して対策を講じる

手法は Key Risk Indicaotr(KRI)と呼ばれ、Risk Based Monitoring(RBM)の手法の一つとし
て位置づけられている。従来の KRI では閾値を事前に経験的な値で設定がされることが多
く、事前情報のない試験においてはこの手法での閾値設定は困難であった。これに対して、
Central Statistical Monitoring(CSM)は、リスクの閾値設定の根拠として統計手法を応用す
る手法であり、具体的には、非典型的分布を仮定した統計モデルを応用している。試験で取
得されたデータに基づいて閾値を設定することが可能であり、新たな試験においても根拠
のある閾値設定が可能になることが期待されている。 
一方で CSM は応用例が少なく、有用性が十分に示されているとは言えない状況である。

本報告では CSMに関する研究結果と、提案されている複数の統計手法を紹介した。 


